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サヴェジ基礎論のある論点

園　　信 太 郎

1. 「基礎論」の論点

サヴェジ氏は彼の「基礎論」の第 1章で，自
分は「確率」の解釈を問題にすると発言してい
る。つまり「確率」の計算体系を既に与えられ
ているとして，そこでの「確率」を表す記号に
対する「解釈」を問題とするのである。サヴェ
ジ氏は，計算体系として Kolmogorov systemの
類事物を念頭においているようである。だがこ
れでは「基礎論」の論点への誤解を招きやすい。

2. 「基礎論」第４章

「基礎論」の第 4章を熟読すれば，彼が真剣
に問題としているのは，「確率」の「定義」で
あることがわかる。この ｢定義｣ に基づいて，
彼は ｢確率｣ の計算法則を導出するのである。
なお，この章の標題は Critical Comments on 

Personal Probabilityである。

3. 完全加法性について

完全(あるいは可算)加法性は，彼の計算体
系では公理ではなく「仮説」である。これは
Bruno de Finettiの立場を引き継ぐものである。
実際，二つの連続する奇数が素数である「確率」
を問題とする数論の研究者がいたとしても，こ
の「確率」が定式化できるか否かは脇に置くと
して，この双子素数の探究者が「不合理」であ
るとは言えないであろう。つまり，完全加法性
の侵犯が不合理であるとは断定し難いので，そ
れは，状況によっては極めて生産的な「仮説」

ではあっても，規範的な意味での ｢公理｣ や「公
準｣ ではないのである。

4. 本来の基礎論

「基礎論」の論旨については今日でも誤解が
ある。それはサヴェジ氏による第 1章の書き方
に発する誤解である。しかし第 4章を熟読すれ
ば，彼が執拗に問題としている事柄が「定義」
であることが了解できる。用心が必要である。
あるいは「基礎論」は読まれざる古典であるか
もしれない。

5. 補遺－Grundbegriffe は未完である－

これは Kolmogorov (1933)である。今日で
はこの K(1933)の様式ではなく，次の(1)(2)
(3)が Kolmogorovの公理系とよばれている。

をΩ上のσ集合体(あるいは完全加法族)とし，
その元を事象とよぶ。Ωは標本空間とよばれる。
空集合φは空事象とよばれる。Pは 上の実
関数である。

(1)全ての事象Aに対して P(A)≧ 0，つまり
非負性。
(2)互いに排反な事象列An , n=1,2,3,…,に対し
て，

 ，つまり完全(あ
るいは可算)加法性。
(3)P(Ω)=1，つまり「1」。
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(Ω, ,P)は確率空間とよばれ，Pは確率測度
あるいは単に確率とよばれる。

三次元 Lebesgue測度を三次元単位立方体に制
限したものは「体積」であって「確率，たしか
らしさ」ではない。つまり Kolmogorovの公理
系は「確率」の「定義」とはみなせない。
それは計算法則を規定する「なにか」である。
なお「1」だが，これは複素数体の乗法単位元
1に関る。Pを「たしからしさ」とすると，こ
れが「抽象的な」1となぜ結びつくかは自明で
はなく，「確率」を定義した後に，「1」は証明
されなければ「ならない」。問題は完全加法性
である。完全加法性をみたさない「P」を用い
る「個人」が不合理であるのならば，この要請
は「公理」とよべるが，しかしこの個人論的不
合理性が示されない限り，完全加法性の要請は
「仮説」であり，公理とか公準などとよぶのは
問題がある。
完全加法性の「仮説」は，「確率の定義の問題」

という巨大な氷山を迂回して，「確率の解析学」
を構築するためのある種の「わざ」である。
ひとまず完全加法性を認めると，K(1933)
の 主 定 理 で あ る， あ ま り に も 有 名 な
「Kolmogorovの拡張定理」が従う。この「拡
張定理」では，有限次元の周辺分布たちが「一
致条件，consistency condition」をみたすこと
が要請されるが，これらの分布たちを定める際
に，確率算の基本性質である加法法則や乗法法
則が，しばしば暗黙の内に利用される。
Kolmogorov自身は確率算の基本法則は，一人
一人の「経験」に基づいて了解されるべきもの
だと判断しているようである。だがこれらの基
本法則こそ規範的に示されねばならないのであ
り，それを為さなければ，確率算の「基礎づけ」
が為されたとは言い難い。
筆者は，例えば園(2014)の冒頭にあるよう

に，若き日の Bruno de Finettiの流儀に従って，
確率算の基礎づけを為すのが穏当であると判断
している。また，「確率」を定める際の個人的

価値尺度の問題は，園(2017)で要約したよう
に，今日でもなお，Leonard Jimmie Savageに
よればよいと思う。なお，天下り式に上の(1)
(2)(3)を導入して，確率論の「入門」講義を
「かたづける」のは，特に若い学徒にとっては「良
くない」と，筆者は判断する。

K(1933)はなるほど傑出した古典だが，確
率算の基礎づけが脱落しており，そのままでは
未完である。

 2018年 11月 3日(土)
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